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・
美
術
の
教
師

・
ス
タ
イ
リ
ス
ト

・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ
ス
ト

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

・
考
古
学
者

・
納
棺
師　

な
ど

将 

来 

の 

夢

入 

部 

し 

た 

動 

機

・
も
と
も
と
絵
を
描
く
こ
と
が

好
き
で
、
も
っ
と
美
術
部
で

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
い
か

し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

・
粘
土
な
ど
を
使
っ
て
作
品
を

作
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

・
何
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
人

が
集
ま
っ
て
話
合
う
と
こ
ろ
。

・
議
題
を
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
意
見

を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
な
ど

先輩と３年生が
制作した壁画の前で

親
子
給
食
に
つ
い
て

・
温
か
く
て
美
味
し
い
給
食
（
揚
げ
パ

ン
や
カ
レ
ー
）
で
嬉
し
い
で
す
。

・
親
子
給
食
が
は
じ
ま
っ
て
、
お
昼
の

時
間
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

・
お
弁
当
の
方
が
美
味
し
い
も
の
が
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
る
の
で
、
お
弁
当

の
方
が
好
き
で
す
。

〈第１回２月臨時会〉〈第１回３月定例会〉

・各会計の新年度予算を可決

・監査委員及び固定資産評価審査委員会
　委員の選任を同意

P.２

P.3
・議員提出議案
出産・押印等に関する議会会議規則を改正 P.4
・愛川中原中学校美術部紹介 P.18

議
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

詳しくはP17をご覧ください

紙粘土で制
作した

お弁当



議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 

質 

問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

2021

◎
一
般
会
計
予
算

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算     （
以
上
、賛
成
全
員
）

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

（
賛
成
12
人
、反
対
３
人
）

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

◎
公
共
下
水
道
事
業
会
計
予
算

◎
水
道
事
業
会
計
予
算　

（
以
上
、賛
成
全
員
）

※

議
長
は
表
決
に
含
ま
ず

◎
愛
川
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正（

賛
成
全
員
）

　

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
」
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
本
条
例
に

お
い
て
定
義
と
し
て
引
用
し

て
い
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
特
例

の
規
定
が
削
除
さ
れ
た
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
一
部
改

正
条
例
を
可
決
し
た
も
の
で

す
。【

施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
令
和
２
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
８
号)

（
賛
成
全
員
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
国
の
示
す
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、
迅

速
か
つ
円
滑
に
実
施
が
で
き

る
よ
う
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
，
６
３
５
万
９
千
円
を

追
加
し
、
一
般
会
計
の
総
額

を
１
７
２
億
２
，
７
３
９
万

２
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
実
施
す
る
た
め
、
医

療
従
事
者
等
を
対
象
と
し
た

接
種
費
用
の
ほ
か
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
券
や
予
診
票
の
印
刷
・

発
送
に
係
る
経
費
、
予
約
シ

ス
テ
ム
の
導
入
経
費
、
健
康

管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費
、

さ
ら
に
、
予
約
受
付
や
相
談

業
務
を
担
う
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
の
設
置
費
用
、
集
団
接
種

会
場
の
設
営
や
ス
タ
ッ
フ
に

要
す
る
経
費
な
ど
、
接
種
を

行
う
上
で
必
要
な
経
費
で
す
。

補

正

予

算

条 

例 

議 

案

令和３年第１回３月定例会日程

3

1 月

水3
木4

火16
水17

火9

金12

水10

水24

木18

月 日 曜 会 議 名 主な内容

本 会 議

本 会 議
本 会 議

本 会 議

本 会 議

総務建設常任委員会
教育民生常任委員会

教育民生常任委員会
総務建設常任委員会
教育民生常任委員会
総務建設常任委員会

補正予算・事件関係議案の個人総括質疑・
討論・採決
施政方針・条例及び新年度予算に対する
会派代表質問、委員会分割付託の決定

付託案件の審査結果の委員長報告・質疑・
討論・採決
議員提出議案の説明・質疑・討論・採決

監査委員の選任
固定資産評価審査委員会委員の選任
町長施政方針演説、提出議案の説明
一般質問（６人）
一般質問（３人）

付託案件の審査
付託案件の補足説明・現地調査

付託案件の審査
付託案件の審査
付託案件の審査

令和３年第１回２月臨時会日程

２ 12 金
月 日 曜 会 議 名 主な内容

本 会 議 町長提出議案の説明・質疑・討論・採決

G
I
K
A
I

　

令
和
３
年
第
１
回
「２
月
臨
時
会
」は
２
月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
及
び

補
正
予
算
に
関
す
る
２
件
の
町
長
提
出
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
第
１
回
愛
川
町
議
会
「３
月
定
例
会
」は
、
３
月
１
日
か
ら
３
月
24
日

ま
で
、
会
期
24
日
間
（本
会
議
開
催
日
５
日
間
）に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正

を
は
じ
め
、
新
年
度
予
算
や
補
正
予
算
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
、
合
計
で
40
件
の
町
長

提
出
議
案
及
び
１
件
の
議
員
提
出
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
が
可
決
（同
意
）し
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
以
上
の
内
容
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上空から見る内陸工業団地

２　

月　

臨　

時　

会

上記のＱＲコードを読み
込むと、スマートフォンや
タブレットから当初予算
の詳細がご覧になれます。

３　

月　

定　

例　

会

総
額
２
４
７
億
２
，９
３
８
万
８
千
円

令
和
３
年
度 

当
初
予
算
を
可
決

ワクチン接種
シミュレーションの様子

見　本

《各会計予算額》

企業
会計

特別
会計

前年度比
増減率会　　計　　名 予　算　額 構成比

2.8%100.0%合　計 ２４７億２,９３８万８千円

5.5%53.2%一　般　会　計 １３１億５,５００万円

△1.3%20.1%国民健康保険 ４９億７,５００万円

2.8%2.0%後期高齢者医療 ５億７００万円

2.3%12.8%介護保険 ３１億５,６００万円

0.3%34.9%小　　計 ８６億３,８００万円

△4.4%7.7%公共下水道事業 １９億１３８万８千円

5.3%4.2%水道事業 １０億３,５００万円

△1.2%11.9%小　　計 ２９億３,６３８万８千円

令和３年5月15日

‒２‒



議
案
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の
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容

会
派
代
表
質
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任
委
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会
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議
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介
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ら
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◎
監
査
委
員
の
選
任

（
賛
成
全
員
）

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
た
に
次
の
方
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

愛
川
町
三
増
在
住

　
　
　

 

小
林　

晴
男　

氏

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任（

賛
成
全
員
）

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
た
に
次
の
方
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

愛
川
町
半
原
在
住

　
　
　

 

八
木　
　

章　

氏

◎
愛
川
町
職
員
の
宣
誓
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
全
員
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に

基
づ
き
規
定
さ
れ
た
「
会
計

年
度
任
用
職
員
」
の
服
務
の

宣
誓
に
つ
い
て
、
実
情
に
応

じ
、
常
勤
職
員
と
は
別
段
の

定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
所
要
の
改
正
を
行
う

一
部
改
正
条
例
を
可
決
し
た

も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

令
和
３
年
４
月
１
日
】

◎
愛
川
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
愛
川
町
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正　
　
（
賛
成
全
員
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域

経
済
対
策
、
予
防
対
策
等
の

措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

こ
と
や
、
厳
し
い
社
会
経
済

情
勢
を
考
慮
し
、
職
員
の
地

域
手
当
の
率
を
一
定
割
合
減

額
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
一
部
改
正
条
例
を
可

決
し
た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
愛
川
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正（賛

成
全
員
）

　

全
て
の
所
得
に
適
用
さ
れ

る
基
礎
控
除
額
に
つ
い
て

10
万
円
引
き
上
げ
る
と
し
た

地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
水

準
に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ

う
、
被
保
険
者
に
係
る
軽
減

判
定
所
得
等
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
低
未
利
用
土
地
等

を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲

渡
所
得
に
係
る
課
税
の
特
例

が
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

所
要
の
改
正
を
行
う
一
部
改

正
条
例
を
可
決
し
た
も
の
で

す
。

【
施
行
期
日　

令
和
３
年
４
月
１
日
】

◎
愛
川
町
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

（
賛
成
12
人
、反
対
３
人
）

　

受
益
者
負
担
の
適
正
化
や

粗
大
ご
み
の
排
出
抑
制
を
図

る
観
点
か
ら
、
近
隣
市
町
の

手
数
料
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
考
慮
し
、
粗
大
ご
み
の
区

分
に
新
た
な
「
大
型
粗
大
ご

み
」
の
項
目
を
設
け
る
と
と

も
に
、
処
理
手
数
料
を
改
定

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
一
部
改
正
条
例
を
可
決

し
た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

令
和
３
年
10
月
１
日
】

◎
愛
川
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正　
　
（
賛
成
全
員
）

　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５

年
度
ま
で
の
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
率
を
改
正
す
る

と
と
も
に
、
紙
お
む
つ
助
成

事
業
に
係
る
市
町
村
特
別
給

付
に
つ
い
て
定
め
る
ほ
か
、

介
護
保
険
料
や
保
険
給
付
の

負
担
水
準
等
に
不
利
益
が
生

じ
な
い
よ
う
、
被
保
険
者
に

係
る
所
得
等
の
改
定
を
行
う

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

一
部
改
正
条
例
を
可
決
し
た

も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

令
和
３
年
４
月
１
日
】

◎
令
和
２
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
３
，

９
２
３
万
３
千
円
を
追
加
し
、

そ
の
総
額
を
１
７
６
億
６
，

６
６
２
万
５
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
不
安
を
緩
和
す
る

た
め
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯
登
録
者
に
千
円
分
の

「
元
気
券
」
を
配
布
す
る
ほ

か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導

入
が
進
む
中
、
大
学
生
や
専

門
学
校
生
等
に
リ
モ
ー
ト
授

業
の
環
境
整
備
に
係
る
経
費

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
愛
川
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）　
（
賛
成
全
員
）

◎
令
和
２
年
度
愛
川
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）　

（
賛
成
12
人
、反
対
３
人
）

◎
令
和
２
年
度
愛
川
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

◎
令
和
２
年
度
愛
川
町
公
共

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

◎
令
和
２
年
度
愛
川
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）　　
（
以
上
、賛
成
全
員
）

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て
（
令
和
２
年
度
原
臼

橋
補
修
工
事
）（
賛
成
全
員
）

　

原
臼
橋
の
床
版
や
橋
台
な

ど
の
詳
細
な
事
前
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
新
た
に
補
修
が

必
要
と
な
る
箇
所
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
契
約
金
額
を
変

更
す
る
も
の
で
す
。

【
契
約
金
額 

変
更
前
】

６
，１
０
０
万
６
，０
０
０
円

【
契
約
金
額 

変
更
後
】

６
，２
４
８
万
６
，６
０
０
円

◎
各
児
童
館
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て（
賛
成
全
員
）

　

町
内
の
18
児
童
館
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
各
行
政
区
の

区
長
を
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
し
た
も
の
で
す
。

◎
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認

定
に
つ
い
て　
（
賛
成
全
員
）

　

一
般
交
通
の
用
途
に
供
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
路
線

や
新
た
に
町
道
と
し
て
管
理

す
る
必
要
が
生
じ
た
路
線
に

つ
い
て
、
町
道
路
線
の
廃
止

及
び
認
定
を
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
中
津
地
内
の
１
路
線

の
廃
止
を
行
い
、
新
た
に
角

田
・
中
津
地
内
の
２
路
線
を

認
定
し
ま
し
た
。

人　

事 

議 

案

補

正

予

算

事

件

関

係

条　

例 

議 

案

地域手当減額の概要
特 別 職

（町長・副町長・教育長）

一 般 職

令和3年4月1日
　　　～令和4年3月31日

給料、扶養手当及び
管理職手当の９％
（改正前は10％）

対象者

支給率

期間

じぃじばぁばの元気券（見本）

見　本見　本見　本

第169号
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議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 

質 

問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

◎
愛
川
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

男
女
の
議
員
が
活
動
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
を

議
会
へ
の
欠
席
事
由
と
し
て

整
備
す
る
と
と
も
に
、
出
産

に
つ
い
て
は
母
性
保
護
の
観

点
か
ら
、
産
前
・
産
後
の
欠

席
期
間
を
規
定
す
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
請
願
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
議
会

へ
の
請
願
手
続
き
に
つ
い
て
、

押
印
の
義
務
付
け
を
見
直
し
、

署
名
又
は
記
名
押
印
に
改
め

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
一
部
改
正
規
則
を
可
決
し

た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

町
長　

令
和
３
年
度
は
、
新

た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
や
、
避
難
場
所
・
感
染
予

防
対
策
の
心
得
な
ど
を
掲
載

し
た
「
い
の
ち
を
守
る
啓
発

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
」
を
各

戸
に
配
布
し
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
避
難

所
対
策
や
資
機
材
、
備
蓄
品

な
ど
の
計
画
的
な
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
、
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
っ
た
自
主
的
な
取

り
組
み
が
促
進
さ
れ
る
よ
う

に
、
各
種
訓
練
へ
の
支
援
や

住
民
皆
さ
ん
へ
の
防
災
、
減

災
に
関
す
る
周
知
啓
発
を
徹

底
す
る
な
ど
、
地
域
防
災
力

の
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
伴

い
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
自
転

車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
な
ど
の
各

種
競
技
観
戦
を
通
じ
て
、
町

民
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
は
大
変
有

意
義
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
よ
っ
て
、
関
連
事
業

を
見
直
す
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
、Ｉ
Ｏ
Ｃ
や
東

京
都
、
大
会
組
織
委
員
会
等

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

県
と
の
調
整
を
密
に
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　

通
常
学
級
に
在
籍
す

る
個
別
の
支
援
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、
週

２
時
間
、
障
が
い
の
状
況
に

応
じ
た
指
導
を
行
う
「
通
級

指
導
教
室
」
を
平
成
30
年
に

中
津
小
学
校
に
配
置
し
て
お

り
、
令
和
３
年
度
に
は
半
原

小
学
校
に
増
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
理
、
福
祉
の
専

門
家
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
各
小
・

中
学
校
に
派
遣
し
、
発
達
相

談
や
心
の
問
題
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
暴
力
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
あ
る
児
童
・
生

徒
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

町
長　

第
８
期
の
計
画
で
は
、

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳

を
迎
え
る
２
０
４
０
年
に
向

け
、
高
齢
者
人
口
や
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
を
中
長
期

的
に
見
据
え
て
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備
事
業

や
終
活
支
援
事
業
な
ど
の
ハ

ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た

る
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を

迎
え
る
２
０
２
５
年
を
間
近

に
控
え
、
高
齢
化
の
進
行
や

介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
う
給

付
費
の
増
加
を
踏
ま
え
て
積

算
す
る
と
現
行
を
大
き
く
上

回
り
ま
す
が
、
負
担
を
出
来

る
だ
け
抑
え
る
た
め
、
本
町

の
介
護
保
険
事
業
運
営
基
金

や
国
の
保
険
者
機
能
強
化
推

進
交
付
金
を
活
用
し
、
第
８

期
の
介
護
保
険
料
基
準
額
を

現
行
の
５
，
２
０
０
円
か
ら

５
，
４
０
０
円
と
し
た
も
の

で
す
。

　

議
員
提
出
議
案

あ
い
か
わ
の
聲

（
渡
辺　

基 

議
員
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業

を
見
直
す
考
え
に
つ
い
て

問

行
政
依
存
か
ら
の

脱
却
に
向
け
た
防
災

対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問

発
達
障
が
い
等
の
あ

る
児
童・生
徒
へ
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
つ
い
て

問
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
及
び
保
険
料

算
定
の
考
え
に
つ
い
て

問

会 派 代 表 質 問
本会議４日目の３月９日は、町長の施政方針に対し、会派代表質問を行いました。内容の一部を紹介します。

防災訓練の様子

オリンピック トーチ（役場１階ロビー）

日
本
共
産
党
愛
川
町
議
員
団（
小
林　

敬
子 

議
員
）

見　本

で
す

令和３年5月15日
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議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 
質 
問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

あ
い
か
わ
景
気
盛
リ

ア
ゲ
券
第
２
弾
の
実

施
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

問

町
長　

地
方
債
に
は
、
支
出

と
収
入
の
年
度
間
の
調
整
、

住
民
負
担
を
世
代
間
で
公
平

に
す
る
た
め
の
調
整
、
一
般

財
源
の
補
完
と
い
う
３
つ
の

機
能
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な

事
業
で
も
活
用
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
適
債
事
業
と
し

て
認
め
ら
れ
る
も
の
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
令
和
３
年
度
は
、

毎
年
度
実
施
し
て
い
る
道
路

橋
梁
整
備
事
業
の
ほ
か
、
観

光
・
産
業
連
携
拠
点
づ
く
り

事
業
に
加
え
て
、
町
営
三
増

住
宅
の
外
壁
、
屋
根
改
修
や
、

愛
川
中
学
校
及
び
第
１
号
公

園
体
育
館
の
屋
上
防
水
工
事

な
ど
の
財
源
と
し
て
、
地
方

債
を
有
効
的
に
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
、
地
域
経
済
の

回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
が

不
可
欠
で
あ
り
、
活
気
と
元

気
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
行

政
と
し
て
積
極
的
に
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
一
般
財
源
の
補
完
機

能
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た

め
に
、
適
債
事
業
を
積
極
的

に
拾
い
上
げ
、
で
き
る
限
り

の
財
源
確
保
に
努
め
た
も
の

で
す
。

町
長　

昨
年
の
10
月
か
ら
あ

い
か
わ
景
気
盛
リ
ア
ゲ
券
に

よ
る
支
援
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
第
一
弾
の
事
業

で
は
、
対
象
者
の
98
・
６
％

と
な
る
３
万
９
，
３
３
６
人

の
方
に
商
品
券
を
配
布
し
、

約
１
億
１
，
２
０
０
万
円
の

予
算
が
町
内
の
店
舗
で
利
用

さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
店
舗
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
、
「
新
し
い

お
客
さ
ん
が
増
え
売
り
上
げ

も
伸
び
た
」
、「
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
り
が
た
い
事
業
だ
っ
た
。

町
の
活
性
化
の
た
め
に
も
継

続
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

感
謝
の
言
葉
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

本
町
で
は
さ
ら
な
る
経
済
対

策
を
検
討
す
る
中
で
、
飲
食

店
を
中
心
と
し
た
国
や
県
の

支
援
策
と
は
別
に
独
自
の
方

策
と
し
て
、
あ
い
か
わ
景
気

盛
リ
ア
ゲ
券
事
業
第
２
弾
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
す
。

町
長　

本
事
業
は
、
障
が
い

者
の
方
々
へ
の
就
労
機
会
や

生
き
が
い
づ
く
り
の
場
を
提

供
し
て
い
る
あ
り
ん
こ
作
業

所
と
農
業
者
が
協
力
し
、
規

格
外
等
の
理
由
に
よ
り
市
場

に
流
通
し
な
い
余
剰
野
菜
を

活
用
し
、
付
加
価
値
の
あ
る

乾
燥
野
菜
と
し
て
開
発
、
製

造
、販
売
す
る
「
農
福
連
携
」

の
先
駆
的
な
事
業
モ
デ
ル
と

し
て
構
築
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
現
実
的
に
実
施
で

き
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
あ
り

ん
こ
作
業
所
で
は
、
作
業
量

の
確
保
、
工
賃
の
増
加
を
見

込
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

農
業
者
に
と
っ
て
も
、
新
た

な
働
き
手
の
確
保
と
ブ
ラ
ン

ド
力
の
ア
ッ
プ
に
よ
る
生
産

物
の
付
加
価
値
が
望
め
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
事
業

モ
デ
ル
を
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な

農
業
と
福
祉
が
連
携
し
た
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
と
し
て
の

推
進
が
図
ら
れ
る
ほ
か
に
、

廃
棄
農
産
物
、
い
わ
ゆ
る
食

品
ロ
ス
の
削
減
に
も
つ
が
な

る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
に
も
か
な
う
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
期
待
が
持
て

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　

本
町
で
は
、
こ
れ
ま

で
あ
い
か
わ
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
防
犯

灯
な
ど
の
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
は
じ
め
、
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
な
ど
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
改
修
に
要

し
た
費
用
を
、
そ
の
省
エ
ネ

効
果
に
よ
り
得
ら
れ
た
光
熱

水
費
の
削
減
分
で
償
還
を
し

て
い
く
の
が
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
期
待
す
る
効

果
は
、
改
修
に
係
る
全
て
の

費
用
を
光
熱
水
費
の
削
減
分

で
賄
え
る
た
め
、
新
た
な
財

政
負
担
が
発
生
し
な
い
こ
と
、

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
事

業
者
と
の
契
約
期
間
終
了
後

に
は
、
光
熱
水
費
の
削
減
分

は
全
て
建
物
所
有
者
の
利
益

と
な
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に

は
、
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
に

よ
り
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
あ
い
か
わ

（
阿
部　

隆
之 

議
員
）

地
方
債
活
用
の

　
　

考
え
に
つ
い
て

問

公 

明 

党

（
佐
藤　

り
え 

議
員
）

農
福
連
携
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
モ
デ
ル
に

期
待
す
る
効
果
に
つ
い
て

問

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に

期
待
す
る

効
果
に
つ
い
て

問

あいかわ景気盛リアゲ券（見本）

太陽光発電設備

見　本見　本見　本

第169号
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議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 

質 

問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

火
災
予
防
活
動
事
業
費

条例議案や令和３年度当初予算の審議をより詳細に行うため、各常任委員会では現地調査及び
事業に対する審査において質疑を行いましたので、その内容の一部を紹介します。

職
員
が
自
宅
か
ら
職
場

の
パ
ソ
コ
ン
を
遠
隔
操
作
で

き
る
、
い
わ
ゆ
る
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
実
施
に
備
え
て
、

導
入
可
能
台
数
や
外
部
と
接

続
す
る
回
線
の
増
強
の
要
否

な
ど
を
検
証
す
る
た
め
の
委

託
料
を
新
年
度
予
算
に
計
上

し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
検
証
委
託
の
詳
細
は
、

庁
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

な
ど
に
対
し
、
外
部
か
ら
職

場
の
パ
ソ
コ
ン
へ
の
接
続
を

可
能
に
す
る
た
め
の
設
定
変

更
作
業
や
、
検
証
用
ソ
フ
ト

の
導
入
や
設
定
作
業
の
ほ
か
、

リ
モ
ー
ト
接
続
を
行
っ
た
際

の
通
信
回
線
に
か
か
る
負
荷

の
測
定
や
解
析
作
業
な
ど
を

行
う
た
め
の
委
託
料
22
万
円

を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

本
事
業
は
、
宝
く
じ
の

収
益
金
を
財
源
と
す
る
一
般

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
」
で
す
。
地
域
防
災
育

成
事
業
に
区
分
さ
れ
る
女
性

消
防
隊
育
成
助
成
事
業
を
活

用
し
、
上
限
額
は
１
０
０
万

円
ま
で
の
範
囲
で
補
助
率
10

分
の
10
が
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、
現
在
、
田
代
区
婦
人
消

防
ク
ラ
ブ
に
配
備
し
て
い
る

Ｄ
｜

１
級
軽
可
搬
消
防
ポ
ン

プ
等
一
式
の
装
備
品
を
更
新

す
る
も
の
で
す
。

旧
半
原
小
学
校
木
造
校

舎
の
一
室
を
昭
和
期
の
雰
囲

気
に
再
現
し
、
今
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
歴
史
文
化
の
活
用
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
補
修
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
の
管
理
方
法
は
、
資

料
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

の
活
用
の
み
な
ら
ず
、
資
料

の
展
示
や
、「
懐
か
し
の
学

び
舎
」
と
し
て
の
教
室
を
再

現
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
を

は
じ
め
、
町
内
及
び
町
外
に

お
住
ま
い
の
方
か
ら
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き

る
施
設
の
運
用
を
考
え
て
い

る
た
め
、
郷
土
資
料
保
管
施

設
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し

な
が
ら
、
必
要
最
小
限
の
維

持
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

国
で
は
、「
認
知
症
施

策
推
進
大
綱
」
を
定
め
、
認

知
症
カ
フ
ェ
設
置
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
認
知
症
の
方

と
そ
の
家
族
へ
の
環
境
整
備

の
実
現
に
向
け
、
令
和
２
年

度
末
ま
で
に
、
全
市
町
村
に

普
及
目
標
を
掲
げ
た
こ
と
か

ら
、
本
町
で
も
こ
れ
ま
で
カ

フ
ェ
の
設
置
及
び
支
援
に
つ

い
て
、
住
民
提
案
型
協
働
事

業
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。 

　

こ
の
協
働
事
業
の
実
施
団

体
か
ら
、
新
た
に
半
原
地
内

に
２
か
所
目
と
な
る
「
認
知

症
予
防
カ
フ
ェ
」
を
開
設
し

た
い
旨
の
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
立
ち
上
げ
か
ら
自

立
す
る
ま
で
の
一
定
期
間
、

運
営
に
係
る
支
援
負
担
金
３

万
８
千
円
の
予
算
を
計
上
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
負
担
金

３
万
８
千
円
の
詳
細
は
、
講

師
・
謝
礼
代
と
し
て
２
万
８

千
円
で
、
そ
の
内
訳
は
、
コ

グ
ニ
サ
イ
ズ
指
導
、
声
楽
家

に
よ
る
歌
唱
鑑
賞
と
斉
唱
及

び
認
知
症
介
護
体
験
談
な
ど

で
あ
り
、
そ
の
他
、
チ
ラ
シ

な
ど
の
印
刷
製
本
費
１
万
円

の
予
算
を
計
上
し
た
も
の
で

す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　
　
　
　

強
化
対
策
事
業
費

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
検
証

委
託
料
の
詳
細
に
つ
い
て

地
域
防
災
組
織
育
成

事
業
補
助
の
詳
細
に
つ
い
て更新を予定しているＤ-１級軽可搬消防ポンプ

慎重な審査を行いました

旧半原小学校を調査

旧
半
原
小
学
校

「
懐
か
し
の
学
び
舎
」

再
現
事
業
費

今
後
に
お
け
る
施
設
の

　
　

 

管
理
方
法
に
つ
い
て

認
知
症
予
防
カ
フ
ェ

支
援
負
担
金
の
詳
細
に
つ
い
て

認
知
症
予
防
カ
フ
ェ

支
援
事
業
費

令和３年5月15日
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議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 
質 
問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

 

議
案
第
８
号
「
愛
川
町
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て

反
対
で
す
。

 

ご
み
処
理
に
か
か
る
経
費

の
負
担
増
が
町
財
政
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

は
理
解
で
き
ま
す
が
、
今
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
町
民
の
暮
ら
し

は
大
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

回
復
の
兆
し
が
見
え
て
い
な

い
状
況
の
中
で
、
新
た
な
負

担
を
町
民
に
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

 

議
案
第
８
号
に
つ
い
て
賛

成
で
す
。

 

手
数
料
が
改
定
さ
れ
な
い

場
合
、
２
つ
の
問
題
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
近
隣
市

と
の
手
数
料
の
格
差
に
よ
っ

て
、
名
義
貸
し
な
ど
に
よ
る

本
町
へ
の
粗
大
ご
み
の
流
入

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
２
つ
目

の
問
題
と
し
て
、
手
数
料
が

改
定
さ
れ
な
い
ま
ま
、
粗
大

ご
み
の
点
数
が
増
え
た
場
合
、

今
後
、
町
の
財
政
を
圧
迫
す

る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明

ら
か
で
す
。
今
後
、
人
件
費

や
燃
料
価
格
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
何

ら
か
の
影
響
が
出
る
可
能
性

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
よ
っ

て
、
粗
大
ご
み
処
理
手
数
料

の
改
定
に
賛
成
で
す
。

　

町
長
は
、
令
和
３
年
度
予

算
編
成
に
あ
た
り
、
「
聖
域

な
き
改
革
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
部
分
の
補
助
金

な
ど
は
１
割
カ
ッ
ト
さ
れ
ま

し
た
が
、
一
部
分
で
は
、
見

直
し
が
図
ら
れ
な
い
事
案
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
影
響

な
の
か
と
考
え
ま
す
。
今
後
、

歳
入
で
は
法
人
町
民
税
、
個

人
町
民
税
の
減
収
が
続
く
と

思
い
ま
す
の
で
、
１
割
カ
ッ

ト
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
予
算

執
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

一
方
、
歳
出
で
は
、
高
齢

化
が
進
み
、
年
々
民
生
費
が

増
加
し
続
け
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
老
人
福
祉
、
児
童
福

祉
、
障
害
福
祉
等
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
予
算
編
成
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
。

 

特
に
、
高
齢
者
見
守
り
支

援
事
業
費
で
は
、
見
守
り
ロ

ボ
ッ
ト
「
パ
ペ
ロ
ア
イ
」
の

実
証
実
験
を
行
い
な
が
ら
、

効
果
や
課
題
を
把
握
し
、
次

年
度
の
本
格
導
入
を
目
指
す

と
の
こ
と
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
社

会
活
動
の
急
減
が
見
ら
れ
る

中
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
事
業
で

す
。
関
東
圏
で
は
初
め
て
導

入
さ
れ
、
全
国
で
も
６
番
目

の
先
進
事
例
と
な
る
こ
と
か

ら
、
正
確
な
デ
ー
タ
の
取
得

に
心
が
け
、
町
民
の
満
足
度

の
高
い
事
業
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
予
算

を
執
行
す
る
町
側
、
予
算
に

対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
議

会
側
、
お
の
お
の
が
町
民
の

た
め
に
働
く
こ
と
が
大
事
だ

と
理
解
し
て
い
ま
す
。
互
い

に
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が

コ
ロ
ナ
禍
で
は
必
要
で
す
。

こ
の
町
が
安
心
・
安
全
で
住

み
や
す
い
町
と
し
て
繁
栄
し

て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

本会議最終日の24日に、各会派が町長提出議案に対する討論を行いました。内容の一部を紹介します。

討 論討 論
※議会における「討論」とは提出された議案に対して「賛成・反対」の旨とその理由を述べて、
　他の議員を自己の意思に賛同させることを目的とする発言のことです。

　

 

反対
日
本
共
産
党
愛
川
町
議
員
団

鈴
木　

信
一 

議
員

　

 

賛成
あ
い
か
わ
の
聲

木
下 

眞
樹
子 

議
員

ひとり暮らし高齢者の孤立や心身機能の低下を解消するため、
ロボットを活用した見守りを試験的に導入し、検証していきます。

ロボットによる新たな見守り事業を推進

条　

例 

議 

案

予　

算 

議 

案

　

 

賛成
令
和
あ
い
か
わ

阿
部　

隆
之 

議
員

粗大ごみの処理手数料 改定表

粗大ごみ※1
戸別訪問収集

粗大ごみ
直接持込み

（美化プラント搬入）

大型粗大ごみ※2以外
戸別訪問収集
大型粗大ごみ
戸別訪問収集
大型粗大ごみ以外
直接持込み
大型粗大ごみ
直接持込み

１個につき 500円
（改定なし）

１個につき 1,000円

１個につき 300円

１個につき 600円

現行（～令和３年９月） 改定後（令和３年１０月～）
区分 金額

１個につき 500円

１個につき 100円

区分 金額

※１ 家電４品目（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機）を除く
※２ 大型粗大ごみ（最長辺が180cmを超え、かつ幅または厚さが10ｃｍを超えるもの）

見守りロボット『パペロアイ』

第169号
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議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 

質 

問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

令和3年　第1回臨時会（2月）　議決一覧表

令和3年　第1回定例会（３月）　議決一覧表

浄
水
場
浸
水
対
策
工
事
へ
の

着
手
、
ま
た
、
計
画
的
に
実

施
し
て
い
る
老
朽
化
し
た
配

水
管
整
備
工
事
な
ど
、
水
道

施
設
の
強
化
を
図
る
も
の
で

あ
り
、
評
価
し
ま
す
。

　

今
後
も
、経
営
の
合
理
化
、

省
力
化
を
図
り
、
健
全
な
水

道
経
営
に
努
め
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。

　

一
般
会
計
を
中
心
に
賛
成

討
論
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
が
収
束
せ
ず
、

長
い
自
粛
生
活
が
続
く
中
で
、

私
た
ち
は
、
何
よ
り
も
感
染

防
止
に
よ
り
住
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

受
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を

救
済
す
る
こ
と
に
全
力
を
尽

く
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

そ
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、本

町
の
新
年
度
予
算
に
お
け
る

歳
入
は
、
法
人
町
民
税
の
大

幅
減
少
や
個
人
町
民
税
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
普

通
交
付
税
の
交
付
団
体
と
し

て
、
普
通
交
付
税
や
臨
時
財

政
対
策
債
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
町
内
循
環
バ

ス
に
お
い
て
、
以
前
か
ら
要

望
が
あ
り
ま
し
た
大
型
商
業

施
設
へ
の
乗
り
入
れ
や
通
院

等
へ
配
慮
し
た
運
行
ル
ー
ト

の
見
直
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
桜
台
小
沢
線
を

運
行
す
る
海
老
名
行
き
の
新

設
路
線
の
実
証
運
行
が
開
始

さ
れ
る
な
ど
、
町
民
要
望
実

現
の
た
め
に
関
係
機
関
と
の

協
議
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
を

評
価
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
予
算
で
は
、

大
規
模
な
災
害
に
備
え
て
、

令
和
２
年
度
の
戸
倉
第
４
水

源
の
浸
水
対
策
工
事
に
引
き

続
き
、
令
和
３
年
度
は
戸
倉

　

全
議
案
に
賛
成
で
す
。

　

令
和
３
年
度
の
予
算
は
、

し
っ
か
り
と
町
民
生
活
を
守

り
、
潤
い
の
あ
る
も
の
に
し

な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を

着
実
に
進
め
つ
つ
、
経
済
的

に
も
大
き
く
飛
躍
の
き
っ
か

け
を
つ
く
る
年
度
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
予

算
に
掲
げ
ら
れ
た
一
つ
一
つ

の
事
業
は
、「
町
民
生
活
を
守

り
、
さ
ら
な
る
潤
い
を
実
感

し
て
頂
く
た
め
の
町
民
目
線
」

の
内
容
で
あ
り
、
ま
た
、「
町

の
発
展
を
着
実
に
進
め
、
未

来
へ
繋
げ
る
」
内
容
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

全
議
案
に
賛
成
で
す
。

　

ま
ず
、歳
入
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
情
勢

が
本
町
の
財
政
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
、
町
税
が
、
企

業
の
業
績
悪
化
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
２
億
５
千
万
、

率
に
し
て
3.3
％
の
減
と
大
幅

な
減
収
が
見
込
ま
れ
、
地
方

譲
与
税
も
減
収
の
見
通
し
で

あ
り
、
影
響
は
避
け
ら
れ
な

い
状
況
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
新
年
度
で
は
、
普

通
交
付
税
の
交
付
団
体
と
な

る
こ
と
で
、
発
行
さ
れ
る
臨

時
財
政
対
策
債
や
そ
の
他
道

路
事
業
な
ど
の
適
債
事
業
の

借
入
れ
も
行
わ
れ
ま
す
。
債

務
は
、
公
債
費
の
割
合
が
高

く
な
れ
ば
、
予
算
配
分
が
制

限
さ
れ
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
本
町
の
公
債
費
負

担
比
率
は
低
い
数
値
と
な
り
、

住
民
１
人
当
た
り
の
地
方
債

現
在
高
は
県
内
市
町
村
の
低

い
ほ
う
に
抑
え
る
な
ど
、
厳

し
い
経
済
情
勢
の
中
で
現
行

の
取
り
組
み
を
評
価
し
ま
す
。

　

次
に
、歳
出
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
事

業
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
な

ど
、感
染
防
止
策
を
優
先
に
、

生
活
に
直
結
し
た
事
業
推
進

の
財
源
確
保
を
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
常
経
費
の
削

減
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
消

耗
品
、
備
品
購
入
費
、
さ
ら

に
高
齢
者
バ
ス
割
引
乗
車
券

購
入
費
助
成
事
業
負
担
金
の

補
助
率
の
改
定
、
バ
ス
停
留

所
上
屋
設
置
事
業
補
助
金
等
、

72
件
、
２
千
８
０
０
万
円
余

り
の
各
種
補
助
事
業
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
削
減
を
行
い
、

財
政
へ
の
影
響
を
抑
え
る
努

力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
営
住
宅
の
長
寿

命
化
で
は
、
三
増
・
諏
訪
住

宅
の
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
検
査

を
行
い
、
三
増
住
宅
の
外
壁

と
屋
根
の
修
繕
が
行
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
田
代
住
宅
で

は
、
消
防
防
災
設
備
点
検
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
消
防
設

備
の
修
繕
が
行
わ
れ
ま
す
。

計
画
的
に
事
業
展
開
を
行
い
、

安
心
と
居
住
環
境
の
向
上
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
評
価
し
ま

す
。

　

 

賛成
令
和
あ
い
か
わ

阿
部　

隆
之 

議
員

　

 

賛成
公　

明　

党　

井
出　

一
己 

議
員

三増住宅の現地調査

③八木クリニック前（半原） ①コピオ愛川店 屋上（角田）

町内循環バス新設停留所予定箇所

循環バス ②大塚下（中津）

　
 

賛成
日
本
共
産
党
愛
川
町
議
員
団

小
林　

敬
子 

議
員

令和３年5月15日

‒８‒



議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 
質 
問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

令和3年　第1回臨時会（2月）　議決一覧表令和3年　第1回臨時会（2月）　議決一覧表令和3年　第1回臨時会（2月）　議決一覧表
●全会一致の議案

同　意

同　意

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

議案番号 案　件 議決結果
町長提出
第 ３ 号 監査委員の選任について

町長提出
第 4 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

町長提出
第 5 号 愛川町職員の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定について

町長提出
第 6 号

愛川町職員の給与に関する条例及び愛川町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

町長提出
第 7 号 愛川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

町長提出
第 9 号 愛川町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

町長提出
第10号 令和２年度愛川町一般会計補正予算（第９号）

町長提出
第11号 令和２年度愛川町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

町長提出
第13号 令和２年度愛川町介護保険特別会計補正予算（第２号）

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

町長提出
第14号 令和２年度愛川町公共下水道事業会計補正予算（第２号）

町長提出
第15号 令和２年度愛川町水道事業会計補正予算（第２号）

町長提出
第16号 令和３年度愛川町一般会計予算

町長提出
第17号 令和３年度愛川町国民健康保険特別会計予算

町長提出
第19号 令和３年度愛川町介護保険特別会計予算

町長提出
第20号 令和３年度愛川町公共下水道事業会計予算

町長提出
第21号 令和３年度愛川町水道事業会計予算

町長提出
第22号 工事請負契約の変更について（令和２年度原臼橋補修工事）

町長提出
第23号
町長提出
第24号
町長提出
第25号
町長提出
第26号
町長提出
第27号
町長提出
第28号
町長提出
第29号

指定管理者の指定について（川北児童館）

指定管理者の指定について（宮本児童館）

指定管理者の指定について（原臼児童館）

指定管理者の指定について（両向児童館）

指定管理者の指定について（細野児童館）

指定管理者の指定について（田代児童館）

指定管理者の指定について（角田児童館）

可　決

可　決

議案番号 案　件 議決結果
町長提出
第 １ 号 愛川町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

町長提出
第 ２ 号 令和２年度愛川町一般会計補正予算（第８号）

令和3年　第1回定例会（３月）　議決一覧表令和3年　第1回定例会（３月）　議決一覧表令和3年　第1回定例会（３月）　議決一覧表
●全会一致の議案

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

第169号

‒９‒



議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 

質 

問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

●全会一致の議案
議案番号 案　件 議決結果
町長提出
第30号 指定管理者の指定について（三増児童館）

町長提出
第31号 指定管理者の指定について（小沢児童館）

町長提出
第32号 指定管理者の指定について（上熊坂児童館）

指定管理者の指定について（熊坂児童館）町長提出
第33号
町長提出
第34号 指定管理者の指定について（下谷八菅山児童館）

町長提出
第35号 指定管理者の指定について（二井坂児童館）

町長提出
第36号 指定管理者の指定について（桜台児童館）

町長提出
第37号 指定管理者の指定について（坂本児童館）

指定管理者の指定について（春日台児童館）

指定管理者の指定について（大塚児童館）

町道路線の廃止について

町道路線の認定について

愛川町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

町長提出
第38号 指定管理者の指定について（六倉児童館）

●意見が分かれた議案 ○・・・賛成、●・・・反対

あいかわの聲
議員名

議案等の件名

議案番号

公明党 無所属日本共産党
愛川町議員団令和あいかわ

議決結果佐
藤　
　

茂

小
島
総
一
郎

茅　
　

孝
之

馬
場　
　

司

阿
部　

隆
之

鈴
木　

信
一

小
林　

敬
子

井
上　

博
明

岸
上　

敦
子

井
出　

一
己

佐
藤　

り
え

玉
利　
　

優

熊
坂　

崇
徳

木
下
眞
樹
子

山
中　

正
樹

渡
辺　
　

基

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○○○○●●●○○○○○○○○
愛川町廃棄物の処理及び清掃
に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

町長提出
第 8 号 可　決

○○○○●●●○○○○○○○○
令和２年度愛川町後期高齢者
医療特別会計補正予算
（第１号）

町長提出
第 1 2号 可　決

○○○○●●●○○○○○○○○令和３年度愛川町後期高齢者
医療特別会計予算

町長提出
第 1 8号 可　決

町長提出
第39号
町長提出
第40号
町長提出
第41号
町長提出
第42号
議員提出
第 1 号

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

令和３年5月15日

‒10‒



議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 
質 
問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

雇
用
奨
励
金
交
付
な
ど

奨
励
措
置
利
用
促
進
へ 茅   孝 之 議員

生産年齢人口創出
企業誘致の強化へ

地元で栽培された有機野菜
（ニンジン）を試行的に提供

町
長
等　

本
町
の
農
業
を
持

続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
、
農
業
委
員
会
や
農
業
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
中
心
的
担
い
手
と
な
る

農
業
者
の
確
保
、
育
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境

や
土
壌
の
良
さ
を
い
か
し
た

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
考
え
な

が
ら
、
粘
り
強
い
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
有
機
野
菜
の
学
校

給
食
へ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

有
機
栽
培
を
し
て
い
る
地
元

の
若
手
農
家
と
学
校
給
食
で

の
活
用
に
向
け
て
協
議
を
進

め
て
お
り
、
今
後
は
、
対
応

可
能
な
有
機
栽
培
野
菜
を
活

用
し
た
学
校
給
食
を
試
行
的

に
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

若
手
農
家
の
誘
致
と
有
機
野
菜

土
壌
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

給
食
で
試
行
的
に
提
供

近
年
、
有
機
野
菜
に
関

す
る
意
識
の
高
い
若

手
農
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
後
、若
手
農
家
を
誘
致
し
、

支
援
し
て
い
く
こ
と
や
、
そ

の
方
た
ち
が
栽
培
し
た
有
機

野
菜
を
学
校
給
食
で
使
用
す

る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

町
長　

本
町
で
は
、
平
成
18

年
に
企
業
誘
致
を
促
進
す
る

た
め
の
条
例
を
定
め
、雇
用
奨

励
金
の
交
付
や
固
定
資
産
税

の
軽
減
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。今
後
も
、
関
係
団
体
か
ら

要
望
等
の
情
報
収
集
に
努
め
、

よ
り一層
、
奨
励
措
置
の
利
用

促
進
を
図
って
い
き
ま
す
。

紙面の都合により、発言の一部を掲載しています。詳しくは役場等に備え付
けてある「会議録」をご覧いただくか、インターネットでもご覧になれます。
なお、３月定例会の会議録は、６月中には閲覧できる予定です。

※各議員の写真の横にあるＱＲコードを読み込むと、本会議での質問動画がスマートフォンやタブレット端末でご覧になれます。

茅　　 孝 之　議員　P.11
　･生産年齢人口増加のための企業誘致について　ほか

岸 上　敦 子   議員　P.14
　･職場環境対策の推進について ほか

阿 部　隆 之　議員　P.12
　･新型コロナウイルスワクチンについて

井 出　一 己　議員　P.14
　･行政手続きのデジタル化について　ほか

鈴 木　信 一　議員　P.12
　･新型コロナウイルス感染症対策について ほか

佐 藤　り え　 議員　P.15
　･ＳＤＧｓを取り入れた次期総合計画について　ほか

玉 利　　 優   議員　P.13
　･教育現場における囲碁・将棋の普及について ほか

熊 坂　崇 徳　議員　P.15
　･地籍調査について

小 林　敬 子　議員　P.13
　･学校給食について ほか

問
本
町
の
人
口
は
４
万
人

を
下
回
り
、こ
の
ま
ま

推
移
す
れ
ば
、町
民
サ
ー
ビ

ス
に
影
響
が
出
る
可
能
性
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、今
後
、生

産
年
齢
人
口
を
増
や
す
た
め

に
、企
業
誘
致
の
促
進
を
強

化
す
る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

Ⓒ愛川町

第169号

‒11‒



議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 

質 

問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

防
災
士
の
役
割
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
連
絡

協
議
会
な
ど
の
新
た
な
組

織
を
設
置
す
る
考
え
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

や
副
反
応
な
ど
の
安
全
性
に

関
す
る
正
確
な
情
報
に
つ
い

て
、広
報
紙
を
は
じ
め
、町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
情
報
媒
体
を
活
用
し

な
が
ら
、
正
し
い
情
報
を
丁

寧
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長　

町
医
師
会
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
実
際
の

流
れ
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
ス
タ
ッ

フ
研
修
を
３
月
中
旬
か
ら
行

い
、
よ
り
安
全
で
効
率
的
な

運
営
に
つ
い
て
検
証
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
指
示

も
変
更
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
々
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

検
討
し
て
き
た
本
町
の
計
画

や
内
容
を
修
正
せ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
厚
木
医
師
会
や
関
係
機

関
と
も
緊
密
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
安
全
で
安
心
で
き

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
に
万

全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

問
接
種
の
体
制
づ
く
り
の
取
組

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
不
確
定
な
情

報
が
多
い
中
、
本
町
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た
体

制
づ
く
り
等
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
緊
密
連
携

安
全
安
心
に
万
全
期
す

阿部　隆之 議員

「新型コロナウイルス感染症」
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る

抵
抗
感
を
持
つ
方

が
少
な
か
ら
ず
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
本
町
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
考

え
方
と
、
町
民
へ
の
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
情
報
提
供

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
媒
体
活
用

正
し
い
情
報
を
発
信

問

町
長　

昨
年
８
月
か
ら
、
国

に
お
い
て
介
護
施
設
の
職
員

を
対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括

支
援
交
付
金
を
助
成
し
、Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
促
進
し
て
い
ま

す
。本
町
で
は
、こ
の
国
の
交

付
金
の
活
用
や
県
が
進
め
て

い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
周
知
を

図
り
、
検
査
の
促
進
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問町
長　

防
災
士
の
連
絡
協
議

会
を
設
置
す
る
考
え
に
つ
い

て
は
、
防
災
士
と
し
て
同
じ

志
を
持
つ
皆
さ
ん
が
一
堂
に

会
し
、
情
報
交
換
や
新
た
な

知
識
の
習
得
な
ど
技
能
を
高

め
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
防

災
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

令
和
３
年
度
は
、
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
研
修
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
研

修
会
を
通
じ
て
、
今
後
は
連

絡
協
議
会
へ
と
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
士
連
絡
協
議
会
の
設
置
へ

知
識
と
技
能
の
向
上

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

鈴木　信一 議員

感
染
リ
ス
ク
の
高

い
高
齢
者
施
設
の

介
護
職
員
に
対
す
る
定

期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

町
独
自
で
実
施
す
る
考

え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

国
の
支
援
交
付
金
活
用

県
取
組
み
の
周
知
図
る

問

接種に対する抵抗感
ワクチンの情報提供

介護職員に対する
定期的ＰＣＲ検査

令和３年5月15日
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議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 
質 
問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

教
育
長　

囲
碁
・
将
棋
に
よ

り
、
集
中
力
や
決
断
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
は
、
教
育
的

効
果
が
高
い
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
を
踏
ま
え

ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

教
育
現
場
に
組
み
入
れ
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
の

で
、
ご
提
言
と
し
て
受
け
止

め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
効
性
を
高

め
て
い
く
た
め
、
角
田
仙
台

下
地
区
に
お
い
て
農
地
中
間

管
理
事
業
を
活
用
し
た
イ
チ

ゴ
農
家
の
受
入
れ
や
、
角
田

峰
地
区
で
は
、
大
規
模
施
設

栽
培
や
観
光
イ
チ
ゴ
農
園
と

いっ
た
民
間
企
業
の
参
入
な

ど
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で

す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
積

極
的
な
農
地
中
間
管
理
事
業

の
活
用
や
、
民
間
企
業
の
参

入
を
促
進
す
る
な
ど
、
農
業

委
員
会
や
農
業
関
係
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
中
心
的
担

い
手
と
な
る
新
た
な
農
業
者

の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

玉利　優 議員

囲
碁
・
将
棋
は
、
子

ど
も
の
集
中
力
の
向

上
な
ど
多
様
な
効
果
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
教
育

現
場
に
お
い
て
囲
碁
・
将

棋
を
普
及
し
て
い
く
考
え

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

効
果
は
十
分
に
認
識

提
言
と
受
け
止
め
る

問 集中力などの向上
囲碁・将棋の普及

有
機
農
産
物
を
学
校

給
食
で
活
用
す
る
考

え
に
つ
い
て
「
学
校
栄
養

士
と
有
機
野
菜
生
産
者
と

の
意
見
交
換
会
で
検
討
し

て
い
く
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

問教
育
長　

現
在
、
学
校
給
食

に
使
用
す
る
食
材
は
、
お
米

や
お
肉
な
ど
可
能
な
範
囲
で

町
内
産
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
新
た
に
地

元
有
機
栽
培
野
菜
の
活
用
を

推
進
す
る
た
め
、
昨
年
か
ら

　

生
産
者
と
の
意
見
交
換
会

学
校
給
食
に
有
機
野
菜

学
校
栄
養
士
ら
と
懇
談

試
行
結
果
を
基
に
協
議

有
機
栽
培
を
し
て
い
る
生
産

者
と
栄
養
士
を
交
え
た
意
見

交
換
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
対
応
可
能
な
有

機
栽
培
野
菜
を
活
用
し
た
学

校
給
食
を
試
行
的
に
提
供
し
、

こ
の
試
行
結
果
を
基
に
、
学

校
給
食
で
活
用
し
や
す
い
有

機
栽
培
野
菜
の
選
定
や
、
安

定
的
に
活
用
す
る
た
め
の
コ

ス
ト
面
な
ど
、
引
き
続
き
協

議
を
進
め
、
さ
ら
な
る
地
元

野
菜
の
消
費
拡
大
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

ほ
か

町
長　

本
町
の
国
保
税
の
決

定
に
際
し
て
は
、
加
入
者
に

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

を
行
う
こ
と
で
保
険
税
の
上

昇
を
抑
え
て
き
ま
し
た
が
、

国
で
は
こ
の
繰
入
金
の
解
消

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
に

お
い
て
、
今
ま
で
よ
り
も
繰

入
金
を
増
や
し
、
子
供
に
関

す
る
減
免
制
度
の
創
設
は
難

し
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 小林　敬子 議員

国
民
健
康
保
険
税

で
多
子
世
帯
ほ
ど

負
担
が
重
く
な
る
、均
等

割
の
減
免
に
対
す
る
本

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

法
定
外
繰
入
を
解
消

制
度
の
創
設
は
困
難

問 国保の均等割課税
重い負担を減免で

現
在
の
農
業
は
、
高

齢
化
や
後
継
者
不

足
、耕
作
地
放
棄
な
ど
、人

と
農
地
の
問
題
を
多
く
抱

え
て
い
ま
す
が
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問町
長　

本
町
で
は
、
意
欲
的

な
担
い
手
の
経
営
拡
大
に
伴

う
集
積
や
新
規
就
農
者
に
よ

り
、
農
地
の
活
用
が
進
め
ら

れ
て
い
る
一
方
で
、
基
幹
的

な
農
業
従
事
者
に
お
け
る
、

年
齢
70
歳
以
上
の
割
合
が
、

全
国
平
均
値
を
上
回
っ
て
お

り
、
今
後
、
高
齢
化
等
を
要

因
と
し
た
農
地
の
遊
休
化
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化

新
た
な
担
い
手
の
確
保

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
現
状
と
課
題

ニンニクも地元で
有機栽培されています。

第169号
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議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 

質 

問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

町
長　

本
町
で
は
、
従
前
よ

り
節
目
ご
と
に
訓
示
を
行

い
、
通
知
を
も
っ
て
指
導
を

促
し
研
修
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
徹
底
を
図
っ
て
い

ま
す
。今
後
に
お
い
て
も
職

員
同
士
が
お
互
い
の
人
格
を

尊
重
し
、
信
頼
し
合
え
る
良

好
な
職
場
環
境
の
向
上
に
引

き
続
き
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
き
ま
す
。

問 夜
間
中
学
校
へ
の
認
識
と
必
要
性

夜
間
中
学
校
は
、
県

内
に
は
横
浜
市
と
川

崎
市
に
１
校
ず
つ
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
他
市
町

村
か
ら
の
生
徒
を
受
け
入

れ
る
広
域
的
な
夜
間
学
級

と
し
て
新
た
に
相
模
原
市

へ
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
町
に
お
け
る
夜

間
中
学
校
へ
の
認
識
と
必

要
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

学
び
の
機
会
を
提
供

本
町
単
独
は
難
し
い

岸上　敦子 議員

職
員
へ
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
に
対
す
る

推
進
状
況
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

機
会
を
通
じ
研
修
実
施

職
場
環
境
向
上
努
め
る

問

町
長　

愛
川
町
情
報
化
推
進

計
画
は
19
の
施
策
を
掲
げ
、

児
童
生
徒
へ
の
情
報
端
末
配

備
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設

置
な
ど
、
お
お
む
ね
順
調
に

進
捗
し
て
い
る
と
評
価
し
て

い
ま
す
。今
後
の
課
題
で
あ

る
、統
合
Ｇ
Ｉ
Ｓ
、証
明
書
自

動
交
付
サ
ー
ビ
ス
、
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
、
引
き
続
き
調
査
検
討

が
必
要
な
状
況
で
す
。

歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

再
整
備
を
順
次
行
う

国
の
交
付
金
等
活
用

歩
道
を
利
用
す
る
歩

行
者
、
車
い
す
等
が
、

安
心
し
て
安
全
な
通
行
が
出

来
る
よ
う
、
県
道
６５
号
の
愛

川
郵
便
局
入
口
交
差
点
か
ら

コ
ピ
オ
交
差
点
ま
で
の
区
間

な
ど
フ
ラ
ッ
ト
な
歩
道
の
整

備
は
重
要
課
題
で
す
。歩
道

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問

井出　一己 議員

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の

人
が
行
政
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。
本
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
の
進
捗
状
況
と
課
題
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

お
お
む
ね
順
調
に
推
進

デ
ジ
タ
ル
化
は
要
検
討

問

コンプライアンス
状況と今後の取組

※

本町のＩＣＴ化
進捗状況と課題

町
長　

本
町
で
は
、
通
学
路

を
は
じ
め
、
交
通
が
集
中
、

交
錯
す
る
幹
線
道
路
や
人
通

り
の
多
い
区
間
を
中
心
に
交

通
安
全
対
策
の
ほ
か
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
視
覚
障
害
者

誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
な

ど
の
歩
道
整
備
に
鋭
意
取
り

組
ん
で
お
り
、
現
在
、
町
道

に
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
の
伐
採
や

伐
根
を
行
い
、
歩
道
空
間
を

広
げ
る
と
と
も
に
、
平
坦
性

の
確
保
の
た
め
に
舗
装
打
ち

換
え
な
ど
の
再
整
備
を
順
次

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
中
長
期
的
な
見

通
し
の
中
で
、
国
の
交
付
金

な
ど
を
活
用
し
、
ま
た
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
を
通
じ
て
要
望

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

あ
る
児
童
・
生
徒
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
で
義
務
教
育
を

十
分
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
々
へ
学
び
の
機
会
を
提
供

す
る
意
義
の
あ
る
取
り
組
み

と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
設
置
に

つ
い
て
は
、
場
所
や
規
模
、

費
用
負
担
の
ほ
か
、
本
町
単

独
で
取
り
組
む
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

当
面
は
、
中
学
校
夜
間
学
級

等
連
絡
協
議
会
の
中
で
、
広

域
的
な
夜
間
中
学
校
の
在
り

方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

教
育
長　

不
登
校
や
ひ
き
こ

も
り
、
外
国
に
つ
な
が
り
の

職場環境の向上に努めていきます

県道６５号　歩道の様子

※コンプライアンス：法令を遵守する

令和３年5月15日
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議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 
質 
問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

教
育
長　

各
校
に
お
い
て
、

※

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を

推
進
し
、
車
椅
子
の
操
作
や

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
の
ほ
か
福

祉
を
テ
ー
マ
と
し
た
調
べ
学

習
や
体
験
学
習
、
点
字
体
験

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、
道
徳
教
育
の
充
実
も
図

ら
れ
、相
互
理
解
や
寛
容
、公

正
・
公
平
の
価
値
を
扱
う
な

ど
、よ
り
一
層
の「
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
教
育
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

り
の
目
標
の
理
念
に
合
致
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
推
し
進

め
る
施
策
展
開
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
に
相
通
ず
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
次
期
総
合

計
画
の
立
案
に
際
し
て
は
、

国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針
に

沿
っ
た
上
で
、
町
の
施
策
展

開
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成

に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
、
鋭
意
策
定
作
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

佐藤　りえ 議員

新
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
い
た
「
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
教
育
」の
実
施

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

福
祉
教
育
で
体
験
学
習

道
徳
教
育
も
充
実
図
る

問 新学習指導要領
心のバリアフリー教育

町
長　

春
日
台
地
区
、
約
34

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
７
つ
の
計
画

区
に
分
け
、
令
和
元
年
度
に

第
１
計
画
区
の
１
６
４
筆
を

調
査
し
、
令
和
２
年
度
は
第

１
計
画
区
の
地
籍
図
、
地
籍

簿
の
作
成
の
ほ
か
に
、
第
２

計
画
区
の
１
３
５
筆
の
一
筆

調
査
が
終
了
し
ま
し
た
。 熊坂　崇徳 議員

地
籍
調
査
は
、
１
筆

ご
と
の
土
地
の
所
有

者
、地
番
等
を
調
査
し
、境

界
の
位
置
と
面
積
の
測
量

を
行
い
、
地
籍
図
と
地
籍

簿
を
作
成
す
る
も
の
で
す

が
、
春
日
台
地
区
の
地
籍

調
査
を
し
て
い
る
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

７
つ
の
計
画
に
区
分

第
２
ま
で
調
査
終
了

問 春日台区地籍調査
測量等の進捗状況

次
期
総
合
計
画
を
策

定
す
る
際
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
17
の
目
標
を
組
み
入
れ

た
計
画
の
立
案
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

問町
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
本
町
の

総
合
計
画
に
お
け
る
将
来
都

市
像
を
は
じ
め
、
ま
ち
づ
く

国
の
実
施
指
針
に
沿
う

鋭
意
策
定
作
業
を
推
進

総
合
計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
視
点

建
築
行
為
に
係
る
道
路

後
退
用
地
整
備
要
綱
の

制
度
を
活
用
し
て
、
町
が
後

退
用
地
の
買
取
り
を
行
う
場

合
、
測
量
費
は
土
地
所
有
者

の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
の
実
施
に
よ
っ

て
、
土
地
所
有
者
が
負
担
す

る
測
量
費
の
負
担
軽
減
が
図

ら
れ
る
の
か
、伺
い
ま
す
。

問確
認
作
業
の
簡
素
化

時
間
と
費
用
が
軽
減

道
路
課
長　

土
地
所
有
者
の

方
に
は
分
筆
測
量
に
係
る
費

用
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
地
籍
調
査
が
完
了
し

た
区
域
に
お
い
て
は
、
道
路

や
民
地
の
境
界
が
確
定 

し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
境
界
確
認

作
業
が
簡
素
化
さ
れ
、
測
量

に
か
か
る
時
間
や
費
用
な
ど

の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
も

の
で
す
。

土
地
所
有
者
の
測
量
費
負
担

※インクルーシブ教育：障がいのある子どもと
障がいのない子どもが共に教育を受けること

基本計画の策定

住民説明会等・準備

一 筆 調 査

地 籍 測 量

成果の検査・認証

登記所へ送付

全行程で概ね３年かかります

地籍調査の流れ

第169号

‒15‒



議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 

質 

問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

議会クイズに、毎号多くの皆様からご応募をいただいております。

第164号（14回議会クイズ）から第167号（17回議会クイズ）までに寄せられたご意見、ご感想を一部紹介します。

議会クイズの抽選をする様子
（左から鈴木委員、阿部委員長、小林副委員長）

このほかにもたくさんのご意見、
ご感想をいただいております。

より良い紙面づくりに活かしてまいりますので、
今後ともご応募お待ちしております。

暗いコロナの中で、 議会だよりの表紙がとても

良いと思います。 子供達の笑顔がホッとします。

議員さんお一人お一人の活躍が手にとる様にわ

かります。 　（８０代 女性）

２人の子どもがいるので、 特に子育ての事

に関心をもっています。 これからも、 愛川

町 （地域） の人だけでなく、 自然のため

によろしくお願いします。 　（３０代 女性）

ようやく実現した中学校の温かい

給食実施。 小学校６年間での食育

からの続きで、 偏食が無くなり、

嬉しいと思います。 （孫のためにも）

　（６０代 女性）

更なるコロナ対策、 高校生や大学生

にも支援をお願いします。

（１０代 男性）

総務建設 ・ 教育民生常任委員会の記事で愛川町の取

り組みがよくわかりました。 コロナ対策で大変ですが

災害時の備え嬉しく思いました。 これからも安心して

暮らせる町づくりをお願いします。 　（７０代 女性）

一般質問を後半に配置されたことにより、 じっ

くりと読むことができましたので、 記事の入れ

替えは、とてもいいと思いました。　（８０代 男性）

第164号 第165号 第166号 第167号

令和３年5月15日
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議
案
等
の
内
容

会
派
代
表
質
問

常
任
委
員
会

討　
　

論

会
派
議
決
一
覧

一 

般 
質 
問

お
便
り
紹
介

ク
イ
ズ・
お
知
ら
せ

火

木

金

火

水

火

1

3

4

8

9

15
Ⓒ愛川町

第19回 議会クイズ

各会計予算額の総額はいくらでしょうか？問１
①３８億２,８８７万円　　②２４７億２,９３８万８千円　　③１,５２２億３,００８万１千円

ひとり暮らし高齢者の見守りロボットの名前は何でしょうか？問２
①あいちゃん　　②パペロアイ　　③ロボットアイ

表紙を飾る作品を制作してくれた中学校はどこでしょうか？問３
①愛川中学校　　②愛川東中学校　　③愛川中原中学校

５月３１日（月）（郵送の場合は当日消印有効）≪しめきり≫

●はがきの場合 〒２４３－０３９２
 角田２５１－１　議会事務局　
●ファクスの場合 ０４６－２８６－５０２１
●電子メールの場合 gikai＠town.aikawa.kanagawa.jp
●オンラインでの場合 右記のQRコードを活用して、応募ができます。　

≪ あ て 先 ≫

この議会だよりの中に答えがあります
ので、最初から最後までよく読んでみ
てください。正解者の中から抽選で３
名の方に、商品券をお贈りします。

町内在住の方で、１人１通に限ります。答え・住所・氏名・年齢・電話番号、また、必ず議会だより
の感想等（紙面の見やすさなど）をご記入のうえ、下記あて先のいずれかの方法で応募してください。
☆正解と当選者は次号で発表します。

≪応募方法≫

次
回
定
例
会
の

　
　
　

 

お
知
ら
せ

　

次
回
、６
月
定
例
会
の
日
程

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。会
議

は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

開
会
し
ま
す
。ま
た
、本
定
例

会
の
運
営
を
協
議
す
る
議
会

運
営
委
員
会
は
５
月
21
日
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、詳
細
は
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
は
、

愛
川
町
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
か
え
で
の

会
」
の
ご
協
力
に
よ
り
、

視
覚
障
が
い
者
用
に
Ｃ
Ｄ

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

℡
０
４
６‐

２
８
５‐

２
１
１
１

       

（
内
線
３
７
９
２
）

〈
当
選
者
〉

 

青　

木　

秀　

夫　

様

 

山　

口　

史　

江　

様

 

田　

代　
　
　

清　

様

以
上
３
名

　

前
号
の
議
会
ク
イ
ズ

の
正
解
と
当
選
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〈
正
解
〉

 

問
１‐

 

②
５
件

 

問
２‐

 

①
ア
ク
リ
ル
板

 

問
３‐

 

③
美
術
部

第
18
回
議
会
ク
イ
ズ
の

　
　
　
　

答
え
と
当
選
者

本会議（総括質疑、討論、採決）

総務建設常任委員会

教育民生常任委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（提出議案の説明）

6

令和３年 第 2回 6月定例会日程（予定）
月 日 曜 会議名

Ⓒ愛川町

　

町
議
会
の
最
高
規
範
で
あ

る「
愛
川
町
議
会
基
本
条
例
」

が
公
布
さ
れ
て
か
ら
、今
年
度

で
10
年
が
経
過
し
ま
す
。時

代
と
も
に
状
況
が
変
化
す
る

中
、議
会
で
は
条
例
の
目
的
が

達
成
さ
れ
、
正
し
く
運
用
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
議
会
基

本
条
例
調
査
検
討
会
を
立
ち

上
げ
、
検
証
及
び
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
基
本
条
例

　
　

調
査
検
討
会

感染予防のため
マスクの着用を
徹底しましょう。

第169号
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第169号

お弁当を制作した愛川中原中学校美術部の生徒たち

スマホで簡単応募

議会クイズ  抽選で３名の方に商品券が当たる！

・
美
術
の
教
師

・
ス
タ
イ
リ
ス
ト

・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ
ス
ト

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

・
考
古
学
者

・
納
棺
師　

な
ど

・
美
術
の
教
師

・
ス
タ
イ
リ
ス
ト

・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ
ス
ト

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

・
考
古
学
者

・
納
棺
師　

な
ど

将 

来 

の 

夢

将 

来 

の 

夢

入 

部 

し 

た 

動 

機

入 

部 

し 

た 

動 

機

・
も
と
も
と
絵
を
描
く
こ
と
が

好
き
で
、
も
っ
と
美
術
部
で

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
い
か

し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

・
粘
土
な
ど
を
使
っ
て
作
品
を

作
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

・
も
と
も
と
絵
を
描
く
こ
と
が

好
き
で
、
も
っ
と
美
術
部
で

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
い
か

し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

・
粘
土
な
ど
を
使
っ
て
作
品
を

作
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

・
何
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
人

が
集
ま
っ
て
話
合
う
と
こ
ろ
。

・
議
題
を
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
意
見

を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
な
ど

・
何
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
人

が
集
ま
っ
て
話
合
う
と
こ
ろ
。

・
議
題
を
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
意
見

を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
な
ど

先輩と３年生が
制作した壁画の前で
先輩と３年生が

制作した壁画の前で
先輩と３年生が

制作した壁画の前で

愛川中原中学校美術部の生徒たち
今号の表紙を飾る作品を制作してくれた

のアンケート結果を紹介します

※

議
会
ク
イ
ズ
は
Ｐ
17
に

掲
載
し
て
い
ま
す

親
子
給
食
に
つ
い
て

親
子
給
食
に
つ
い
て

・
温
か
く
て
美
味
し
い
給
食
（
揚
げ
パ

ン
や
カ
レ
ー
）
で
嬉
し
い
で
す
。

・
親
子
給
食
が
は
じ
ま
っ
て
、
お
昼
の

時
間
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

・
お
弁
当
の
方
が
美
味
し
い
も
の
が
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
る
の
で
、
お
弁
当

の
方
が
好
き
で
す
。

・
温
か
く
て
美
味
し
い
給
食
（
揚
げ
パ

ン
や
カ
レ
ー
）
で
嬉
し
い
で
す
。

・
親
子
給
食
が
は
じ
ま
っ
て
、
お
昼
の

時
間
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

・
お
弁
当
の
方
が
美
味
し
い
も
の
が
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
る
の
で
、
お
弁
当

の
方
が
好
き
で
す
。

Ⓒ愛川町

議
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

議
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

・
た
こ
さ
ん
ウ
イ
ン
ナ
ー

 

ウ
イ
ン
ナ
ー
の
足
を
ク
ル

っ
と
曲
が
る
よ
う
に
し
た

と
こ
ろ
に
注
目
し
て
ほ

し
い
で
す
。

・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー　
　
　

 

よ
り
本
物
の
よ
う
に
見

え
る
よ
う
に
、何
度
も
色

の
調
整
を
し
ま
し
た
。

 

・
さ
く
ら
ん
ぼ　
　
　
　

本
物
に
近
い
色
を
出
し

た
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
、

最
初
に
色
を
つ
く
り
ま

し
た
。

・
い
ち
ご　
　
　
　
　
　

断
面
を
本
物
の
よ
う
に

見
え
る
よ
う
に
、絵
具
で

色
を
付
け
、表
面
に
光
沢

が
出
る
よ
う
に
の
り
を

使
っ
て
本
物
に
近
づ
く

よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

・
ミ
ニ
ト
マ
ト　
　
　

　

ヘ
タ
の
と
こ
ろ
を
本
物

　

っ
ぽ
く
立
体
的
に
見
え

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

・
レ
モ
ン　
　
　
　
　

白
い
皮
の
部
分
を
つ

け
る
の
が
大
変
で
し

た
。く
し
型
に
切
れ
て
い

　

る
断
面
に
注
目
し
て
も

　

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

編
集
後
記

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

阿
部　

隆
之

小
林　

敬
子

岸
上　

敦
子

茅　
　

孝
之

鈴
木　

信
一

佐
藤　

り
え

玉
利　
　

優

熊
坂　

崇
徳

木
下
眞
樹
子

山
中　

正
樹

　

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
年
は
桜
の
開
花
が
早

く
、
春
の
訪
れ
は
心
和
む
も
の

が
あ
り
ま
す
。
今
号
は
愛
川
中

原
中
学
校
美
術
部
の
作
品
が
表

紙
で
す
。
全
て
紙
粘
土
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
お
弁
当
を
見

る
と
、
満
開
の
桜
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
定
例
会
で
は
、
令

和
３
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、

監
査
委
員
等
の
人
事
関
係
及
び

条
例
関
係
議
案
等
に
お
い
て
審

議
を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
致
し
ま
し
た
。
今
後
も
議

会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
町
民
参

加
の
議
会
を
実
現
す
る
た
め
、

情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

作 

品 

へ 

の 

思 

い

令和３年5月15日
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